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Ⅰ 農学研究科の教育目的と特徴 

 

［目的］ 

本研究科は、日進月歩の農学の広範な知見の基に、人類の幸福、とりわけ人類の持続的

生存と生活環境の向上に貢献すること、また、生物科学・生命科学の学理と技術を生物産

業に応用することを目指し、これらの目標に向けて、学部で基礎となる学理やジェネラリ

スト教育を受けた学生を対象に、農業や食品関連産業、医薬品関連産業、環境関連産業な

どで高度な技術を持って活躍できる人材、中部圏をはじめとする広い地域で食と環境の問

題を解決するために活躍する人材、開発が進むアジアなど近隣諸国で活躍し、そこで生じ

ている生物生産環境問題等の諸問題を解決できる人材の育成を行います。  
 

［特徴］ 

本研究科は、学部で基礎となる学理と技術を修得した学生を対象として、一歩進んだ

専門知識と技術を修得させるとともに、総合的な観点から関連分野の課題に対応でき

る高度専門職業人教育を行うことを特徴としている。 

具体的には、本研究科は生物資源生産学専攻、生物生産システム学専攻及び生物資源利

用学専攻の３専攻 11 講座を設置しており、各々の講座は３～５の研究分野からなる大講座

で構成される教育体制をもって、上記の教育目的の達成に努めている。この教育体制の基

での教育においては、学問領域の進化に伴って専門特化しがちな大学院教育を効果的・機

動的に展開するために、大講座内の研究分野の教員が相互に連携して日常的に教育指導を

行うことができ、専門以外の分野の教員からも幅広い学芸を習得させ、一般社会から望ま

れるバランスのとれた修士を育成することができる。 

このことによって、専門的な知識・技術を基盤として、広範な知識の基に大局的観点か

ら体系的に物事を判断できる人材を養成することができ、下記のような総合的な課題に対

応できる人材を養成することを目標としている。 

○生命の尊厳と倫理に基づいて、急成長する生物科学を多角的に応用できる人材  
○安心・安全・安定な食料供給の基礎から実用まで対応できる人材  
○多様な生命体の生命現象の謎を解き生命科学を応用的に展開し、未利用生物資源の新

規利用を担える人材  
○有用動植物の持続的・高い生産と新たな付加価値をもつ動植物の育成などを推進でき

る人材  
○多様な地球環境で育まれた農学の総合的な展開力と新たな発想で生態・環境研究に挑

戦できる人材  
また、充実した社会人学生受け入れ態勢を整備しており、さらには外国人留学生に対し

ても門戸を開くことによって、多様な学生間での自主的な交流も活性化しており、このよ

うな教育体制の基で修学することによって、中部圏を立脚点とし、広い地域で活躍でき

る能力を有し、さらに開発が進むアジアなど近隣諸国に目を向け、そこで生じている

生物生産環境等の諸問題を解決できる能力を持つ人材を育成することができる。 

 

[想定する関係者とその期待] 

 想定する関係者は、本研究科修了後に、農業や食品関連産業、医薬品関連産業、環境関

連産業などの産業界で活躍しようとする本学部および他大学関連学部卒業生であり、研究

科で修学した知識、技術を評価して修了生の受入を希望する上記産業界関連者である。 

 本研究科は、学部で基礎的な学理を修学し、ジェネラリストとしての教育を受けた学生

に対して、明確な専門性を定めて高度な理論と技術を修得させ、広範な知識の基に体系的

に判断できるスペシャリストを育成することが期待されている。 

また、食の安全と安定供給、自然や生活環境の修復と保全、高機能食品の開発と健康の増

進などに関して、高度で体系的な知識を持ち、中部圏をはじめとする広い地域で食と環境
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の問題を解決するために活躍する人材の育成が期待されており、さらには、開発が進むア

ジアなど近隣諸国で生じている生物生産環境問題等の諸問題を解決できる高度専門職業人

を育成することが期待されている。  
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

(観点に係る状況) 

本研究科修士課程は、教育組織として表１－１－１のとおり、生物資源生産学専攻、生

物生産システム学専攻、生物資源利用学専攻の３専攻を置き、収容定員 178 人に対して 198

人（平成 19 年度）が在籍している。 

表１－１－２のとおり、生物資源生産学専攻は、安定持続的な農業並びに生物資源の生

産を図るとともにこれらに基づく良好な地域環境の実現に資することを目的として、植物、

森林・緑地及び動物の生産管理、遺伝資源、遺伝育種、動植物の栄養及び繁殖保護等に関

する学理と技術について教育・研究するために、植物生産遺伝学、森林・緑地管理学、動

物生産学及び多様性生物学の４講座がある。生物生産システム学専攻は、農業生産の最適

化を図るため、農地や灌漑排水施設等の整備・改良やその維持管理の技術、農業にかかわ

るバイオテクノロジーや植物保護、環境調節及び機械化等の生物生産に関する技術、さら

にそれらを取り巻く農村環境の改善や流通技術の合理化、生産・流通にかかわる農業経営

経済等、生物生産のシステム化に関する理論と技術を高度に専門的な視野から総合的に教

育し研究するために、生物環境整備学、生物生産制御学、生産流通管理学の３講座がある。

生物資源利用学専攻は、今日のライフサイエンスの中で重要な役割を演じているバイオテ

クノロジーをはじめ、天然物化学、食品科学の諸分野の先端技術を用いて動物・植物及び

微生物などの生物資源の効率的な活用と高度利用を図ることを目標とする。そのためのよ

り高度な理論と技術を体系的に教育・研究するために、生物機能工学、生物資源開発学、

食品科学、生物反応工学の３講座がある。 

上述の教育研究の目的を達成するために、表１－１－３に示したように、大学院設置基

準で必要な教育指導教員数 13 人に対して、生物資源生産学専攻では 30 人（教授 17 人）、

生物生産システム学専攻では 22 人（教授 13 人）、生物資源利用学専攻では 23 人（教授 14

人）の指導教員が教育研究を担当しており、教員１人あたりの大学院生数も 2.6 人と適切

であり、表１－１－４に示したように、各年度の収容定員をほぼ満たす入学者を受け入れ

ている。 

平成 20 年４月に改編した応用生物科学研究科においても、表１－１－５に示したよう

に、大学院学則で入学定員および収容定員を定め、表１－１－６に示したように、岐阜大

学大学院応用生物科学研究科の教育目的を定める細則において教育目的を明示している。

資源生命科学専攻には 25 人（うち教授 15 人）、生産環境科学専攻には 41 人（うち教授 25

人）の合計 66 人の専任教員が配置されており、大学院設置基準に定める専攻講座編成や指

導教員の資格及び配置数は十分満たされている。 
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表１－１－１ 岐阜大学大学院学則（抜粋）                     （平成 19 年 4 月 1 日） 

 

第１章 総則 

第２節 教育研究上の基本組織 

（大学院研究科及び専攻） 

第２条 大学院に次の研究科（以下「研究科」という。）を置き、研究科に次の専攻を置く。 

（略） 

農学研究科 生物資源生産学専攻 

生物生産システム学専攻 

生物資源利用学専攻 

(略) 

（入学定員及び収容定員） 

第９条 研究科の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

研究科 課程 専攻 入学定員 収容定員 

生物資源生産学専攻 

生物生産システム学専攻 

生物資源利用学専攻 

28 

34 

27 

56 

68 

54 

農学 

研究科 
修士課程 

計 89 178  

 

表１－１－２ 研究科の構成 

課
程 

専攻 

等名 
講座名 教育研究分野 教育研究の目的 教育課程の構成 

植物生産遺伝学 

遺 伝 育 種 学 、 作 物 栽 培

学、植物病理学、植物生

産管理学、植生生態学 

森林・緑地管理学

環 境 計 画 学 、 森 林 生 態

学、森林保全学、環境資

源評価学、山地管理学 

動物生産学 
動 物 繁 殖 学 、 動 物 栄 養

学、動物生理化学 

生
物
資
源
生
産
学
専
攻 

多様性生物学 

多様性保全学、発生進化

学、遺伝資源学、生体環

境生理学 

植物生産遺伝学、森林・緑地

管理学、動物生産学及び多様

性生物学の４講座からなり、

安定持続的な農業並びに生物

資源の生産を図るとともにこ

れらに基づく良好な地域環境

の実現に資することを目的と

して、植物、森林・緑地及び

動物の生産管理、遺伝資源、

遺伝育種、動植物の栄養及び

繁殖保護等に関する学理と技

術について教育・研究する。 

生産環境整備学 

灌漑排水学、水資源環境

学、農地環境工学、施設

環境工学 

生物生産制御学 

園芸植物生産学、昆虫制

御学、植物環境制御学、

食品加工学 

生
物
生
産
シ
ス
テ
ム
学
専
攻 生産流通管理学 

食料生産管理学、食品流

通科学、食料経済学、農

村計画学、国際農業学 

農 業 生 産 の 最 適 化 を 図 る た

め、農地や灌漑排水施設等の

整備・改良やその維持管理の

技術、農業にかかわるバイオ

テクノロジーや植物保護、環

境調節及び機械化等の生物生

産に関する技術、さらにそれ

らを取り巻く農村環境の改善

や流通技術の合理化、生産・

流通にかかわる農業経営経済

等、生物生産のシステム化に

関する理論と技術を高度に専

門的な視野から総合的に教育

し研究する。 

生物機能工学 
応用微生物学、応用生化

学、植物細胞工学 

生物資源開発学 
細胞成分利用学、生理活

性物質学、生物有機化学

食品科学 
食品成分化学、食品機能

化学、食品栄養学 

修
士
課
程 

生
物
資
源
利
用
学
専
攻 

生物反応工学 

環境微生物工学、バイオ

マス変換学、食品素材工

学、資源循環利用学 

今日のライフサイエンスの中

で重要な役割を演じているバ

イオテクノロジーをはじめ、

天然物化学、食品科学の諸分

野の先端技術を用いて動物・

植物及び微生物などの生物資

源の効率的な活用と高度利用

を図ることを目標とする。そ

のためのより高度な理論と技

術を体系的に教育・研究する。 

農学研究科規則 

別表（第５条関係）（抜

粋） 

 

講座毎に、指導を受け

る教育研究分野の授業

科目２単位と特別研究

12 単 位 を 必 須 科 目 と

し、その他に講座内で

開講される指導教育研

究分野外の開講科目を

選択科目として、必須

科目と選択科目を合わ

せて 30 単位以上を修了

に必要な修得単位とし

ている。 

学位論文審査及び最終

試験、発表会を設け、

主査１名及び副査２名

で論文審査及び最終試

験を実施している。 

（出典：農学研究科規則、農学研究科ホームページ） 
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表１－１－３ 教員配置数                          （平成 19 年５月１日、単位：人） 

設置基準で必要な研究指導教員

及び研究指導補助教員 
現員 

指導教員数 指導教員数 区 分 

小計 教授数 

研究指導 

補助教員数 小計 教授数 

学生数 
教員１人あたり

の学生数 

生物資源生産学専攻 4 3 2 30 17 58 1.9

生物生産システム学専攻 5 4 2 22 13 40 1.8

生物資源利用学専攻 4 3 2 23 14 100 4.3

合計 13 10 6 75 44 198 2.6

（出典：授業担当状況表 学生数報告） 

 

表１－１－４ 収容状況 

平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

収容 

定員 
収容数 

充足率

(%) 

収容 

定員 
収容数

充足率

(%) 

収容 

定員 
収容数

充足率

(%) 

収容 

定員 
収容数

充足率

(%) 

178 181 101.7 178 168 94.4 178 175 98.3 178 198 111.2

（出典：大学機関別認証評価自己評価書） 

 
表１－１－５ 岐阜大学大学院学則（抜粋）                     （平成 20 年４月１日） 

 

第１章 総則 

第２節 教育研究上の基本組織 

（大学院研究科及び専攻） 

第２条 大学院に次の研究科（以下「研究科」という。）を置き、研究科に次の専攻を置く。 

（略） 

応用生物科学研究科 資源生命科学専攻 

生物環境科学専攻 

 (略) 

（入学定員及び収容定員） 

第９条 研究科の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

研究科 課程 専攻 入学定員 収容定員 

資源生命科学専攻 

生物環境科学専攻 

45 

44 

90 

88 
応用生物科学 

研究科 
修士課程 

計 89 178  

 

表１－１－６ 応用生物科学研究科の専攻の教育目的 

専攻 教育目的 

資源生命科学専攻 食品・健康・環境に関する高度な知識と技術を有し、これらの分野に関連する産業で活躍

できる人材、並びに研究・行政などを通して国内外でこれらに関する諸問題の解決に向け

て活躍できる人材を養成します。 

生物環境科学専攻 農業・食料・環境に関する高度な知識と技術を有し、これらの分野に関連する産業・行政・

研究機関などで活躍できる人材、並びに国際的な場で食料問題、生物環境問題の解決に貢

献できる人材を養成します。 

（出典：岐阜大学大学院応用生物科学研究科の教育目的を定める細則） 

 

 

観点 教育内容、教育方法の改善に向けて取り組む体制  

(観点に係る状況) 

教育内容、教育方法を改善する体制としては、表１－２－７に示すとおり、自己点検評

価委員会と大学院委員会がある。表１－２－８に示したように、自己点検評価委員会では

平成 17 年度から授業評価と修了時アンケートを継続的に実施し、学生の授業に対する評価

および修了時における満足度を把握し、個々の教員に対して授業評価アンケートの結果を

提示するとともに、ＨＰで掲載している。授業評価の実施科目は、年度、学期に開講され

ているすべての科目を対象としている。カリキュラム評価と改善を進めるための組織とし

て大学院委員会があり、学生による授業評価および修了時評価結果を受けて教育内容、教

育方法の改善を図っている。具体的には、シラバスの充実、成績評価方法の公表、開講科

目の廃止、新設のほか、助教教員の主指導資格の認定などの取り組みを行っている。また、
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表１－２－９に示したとおり、本研究科における教育を受ける学生を適切に選抜するため

に、共通英語出題委員会を設置して入学者選抜実施体制を整備し、改善に取り組んだ。 

表１－２－10 に示したように、近年増加する外国人留学生に対する対応について改善を

検討し、大学院委員会を中心に英語ホームページの充実を図るとともに、シラバスの英語

表記を進め、留学生の修学効果を高める取り組みを行った。（資料１－２－１及び２） 

平成 16 年度に農学部から応用生物科学部へ編成替えし、社会からの要望に対応した「食

の安全と安定供給」、「自然や生活環境の修復と保全」、「高機能食品の開発と健康の増進」

に関する教育を充実してきた。農学研究科では、これに対応するために、これまで実施し

てきた農学に関する研究、教育から応用生物科学に関する高度専門職業人教育の充実を目

指して平成 20 年度に農学研究科から応用生物科学研究科への改組を行った。 

 

表１－２－７ 評価結果の検討改善体制と改善への反映事例 

委員会等名 規  程 審議事項・改善活動 改善への反映事例 

大学院委員会 

応 用 生 物 科 学

部 大 学 院 委 員

会規程 

学生の教育研究に関し、必

要な事項を審 議・実施す

る。 

外国人留学生の修学効果を高めるためのホ

ームページやシラバスにおける英語表記の

充実、応用生物科学研究科への改組などを行

った。 

自己点検評価委員会 

応 用 生 物 科 学

部 自 己 点 検 評

価委員会規程 

組織運営上の 点検と評価

の実施に関し、必要な事項

を審議・実施する。 

17、 18、 19 年度授業アンケートを比較した

結果、教育内容の改善が見られた。 

（出典：応用生物科学部大学院委員会、自己点検評価委員会資料） 

表１－２－８ 授業評価等とそのフィードバックの状況 

授 業 評 価 の 組 織 的 実 施 状 況 

調査名称 調査時期
調査実施 

組織 

調査内容・

方法 
報告書 

フィードバックの状況 

授業評価 

アンケート 
半期毎 学期末 

授 業 評 価 集 計 結 果 お

よび授業評価書 

修了時 

アンケート 
年度毎 

自己点検 

評価委員会 

修了時 
修 了 時 評 価 集 計 表 お

よび修了時評価書 

自己点検 評価 委員会に おい て集

計・分析を行い、集計結果は全教

員に、コメントは担当教員にフィ

ードバックしている。分析結果は

学部ホー ムペ ージに掲 載し 、 FD

研修会を平成 18 年 11 月 15 日と

平成 19 年 5 月 15 日に２回開催し

た。分析結果は大学院委員会にお

いて検討し改善に役立てている。

（出典：自己点検評価委員会資料） 

表１－２－９ 入学者選抜実施体制及び改善等の状況 

平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

共通英語出題委員会 共通英語出題委員会 共通英語出題委員会 共通英語出題委員会 

・出題・解答用紙それぞれ

共 通 の フ ォ ー マ ッ ト を

用いて作成し、ミス防止

に努めた。 

・出題・解答用紙それぞれ

共 通 の フ ォ ー マ ッ ト を

用いて作成し、ミス防止

に努めた。 

・新研究科について検討を

開始 

・出題・解答用紙それぞれ

共 通 の フ ォ ー マ ッ ト を

用いて作成し、ミス防止

に努めた。 

・口答試験を点数化し、よ

り 詳 細 な 判 断 基 準 と し

た。推薦入試制度を新設

・出題・解答用紙それぞれ

共 通 の フ ォ ー マ ッ ト を

用いて作成し、ミス防止

に努めた。 

（出典：大学院委員会資料） 

 

表１－２－10 留学生の受入れ状況  

16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

26 名 22 名 24 名 30 名 

（出典：学務係統計資料） 

 

資料１－２－１ シラバス（抜粋） 

資料１－２－２ ホームページ（英語） 
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(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 

 期待される水準を上回る。 

 

(判断理由) 

本研究科には、設置基準を上回る教員が配置され、教員配置数や講座ごとの教員指導資

格に問題はない。また、教育内容・方法の改善に向けて学期毎に学生による授業評価アン

ケートを実施するとともに、毎年修了時には修了時アンケートを実施し、教育内容、教育

方法の改善に取り組んでいる。また、入学者選抜方法の改善のために共通英語出題委員会

を設置し、学生を適切に選抜するための改善に取り組んだ。 

大学院委員会において、増加する外国人留学生に対してホームページやシラバスの英語

表記の充実に取り組んでおり、さらにシラバス記載内容の充実、成績評価方法の公表、開

講科目の廃止、新設のほか、助教教員の主指導資格の認定など、教育内容、教育方法の改

善を図っている。また、教育実施体制の改善に関する取り組みとして、時代に即応した学

生や社会からの要望や修了時アンケートの分析結果を受けて、農学から応用生物科学への

新しい研究分野の進展に即した応用生物科学研究科を平成 20 年４月に設置した。 

以上のように、本研究科の教育目的を達成するための組織が適切に編成されており、ま

た大学院生等の意見を反映する形で教育内容、教育方法の改善のための体制の整備、取り

組みの実施が適切に行われていると判断する。 

 

 

分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

(観点に係る状況) 

表２－１－11 に示すように、生物資源の生産とそのシステム及び利用法を探求する高度

専門職業人の育成という教育目的を達成するために、前出の表１－１－２に示したとおり、

生物資源生産学専攻には４講座、生物生産システム学専攻には３講座、生物資源利用学専

攻には４講座を設置し、講座毎に、指導を受ける教育研究分野の授業科目２単位と特別研

究 12 単位を必須科目とし、その他に講座内で開講される指導教育研究分野外の開講科目を

選択科目として、必須科目と選択科目を合わせて 30 単位以上を修了に必要な修得単位とし

ている。また、表２－１－12 に示したように、講座毎にコアカリキュラムを設定するとと

もに、主指導教員の指導の基に履修モデルを作成して教育を行っている。研究科のアドミ

ッション・ポリシーは公募要領およびホームページで公開、明示している。 

 

表２－１－11 研究科のアドミッション・ポリシーと公表方法 

【教育目標】 

農学研究科は、学部で学んだ知識や技術をさらに高めたいと思う学部卒業生を対象に、昭和 41 年に設置され、

その修了生はそれぞれの分野で社会に貢献してきました。修了生の社会における活躍の場が変遷していること

に鑑み、平成２年に「生物資源の生産とそのシステム及び利用に関する応用を探求する高度専門職業人の育成

を目指す」を教育、研究目標とする現在の組織に改編し、日進月歩の農学の広範な知見と各専門分野のより高

度な学芸を修得したスペシャリストの育成を目標としています。 

現在、連合農学研究科や、新しく発足した応用生物科学部と一貫性のある教育、研究を目指した組織への改

編を予定しています。 

【求める学生像】 

① より深い知識と技術を積極的に修得し、且つそれらを発展させることのできる人物 

② 柔軟な思考の基にそれらを人類の永続的生存に資することを志す人物 

③ 学部卒業生を対象とした「一般選抜」のほかに外国人留学生や、社会で活躍中の人を対象とした「特別

選抜」による入試制度が設けられています。 

公表方法：募集要項、ホームページで公表 

（出典：募集要項） 
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表２－１－12 研究科におけるコアカリキュラムと履修モデル 

[コアカリキュラム] 

学生は指導を受ける教育研究分野の授業科目２単位あるいは指導を受ける主指導教員が担当する授業科目２

単位と講座の特別研究 12 単位を必修科目としている。 

[履修モデル] 

履修計画届は学生が教員と相談しながら作成し、主指導教員が承認印を押すこととしている。 

（出典：シラバス） 

 

 

観点 学生や社会からの要請への対応  

(観点に係る状況) 

多様な学生の受け入れ態勢として、学部卒業生を対象とした「一般選抜」のほかに社会

で活躍中の人を対象とした社会人特別選抜があり、表２－２－13 に示したとおり、専門科

目あるいは英語の筆答試験を免除するとともに、経験を重視した口述試験を行っている。

また、入学後の授業の履修にあたって、表２－２－13 に示したとおり、有職者への対応と

して教育方法の特例を設けて対応するとともに、長期履修学生制度を設けて学修の利便性

を高めている。社会人学生の受け入れ状況は、表２－２－14 に示したとおり、平成 16 年

度には６名、19 年度には１名の社会人学生を受け入れており、長期履修制度については平

成 17 年から 19 年度まで各１名の学生が長期履修制度を活用して学修している。また、ア

ジアなど近隣諸国から留学する外国人留学生を対象とした外国人留学生特別選抜制度によ

る入試制度を設けており、前出の表１－２－10 に示したとおり、平成 16～19 年の間、25

人程度を受け入れている。 

学生からの更なる知識の修得に対する要請に対して、他専攻で開講されている科目につ

いては主指導教員の指導の基で開講科目単位を認定しており、また他研究科あるいは学部

の開講科目についても表２－２－15 に示したとおり単位を認定している。また、インター

ンシップに関する学生および社会からのニーズに対応するために、平成 20 年度に農学研究

科から改組した応用生物科学研究科では、共通科目としてインターンシップ１単位を設定

した（資料２－２－３）。 

このように、多様な学生のニーズや社会からの要請等に対応している。  
 

表２－２－13 平成 19 年度岐阜大学大学院農学研究科修士課程学生募集要項（抜粋） 

社会人特別選抜 

１．募集人員 

生物資源生産学専攻   若干人 

生物生産システム学専攻 若干人 

生物資源利用学専攻   若干人 

７．入学者選抜

方法 

生物資源生産学専攻   筆答試験（英  語） 100 点   口述試験 100 点 

生物生産システム学専攻 筆答試験（専門科目） 100 点   口述試験 100 点 

生物資源利用学専攻   筆答試験（英  語） 100 点   口述試験 100 点 

11．教育方法の

特例 

社会人学生の履修に際し便宜を図るため、以下のとおり履修方法を定めている。 

(1)  勤務時間等の都合で、通常の時間帯での履修が困難なものに対し、特例の時間帯を設ける。

早朝の１時限（7 時 20 分～8 時 50 分）若しくは夜間の１時限（18 時 00 分～19 時 30 分）

なお、勤務地等の関係で受講が困難な場合は、特別な時間又は長期休業等特別な時期に履

修できるよう特別の時間帯を設けるので指導教員と相談すること。 

(2)  課程修了に必要な 30 単位のうち、20 単位以上は通常の授業時間帯（集中講義を含む。）に

おける履修によって修得し、特例又は特別の時間帯に開講する授業の履修によって修得し

た単位のうち、10 単位までを課程修了に必要な単位数に含めることができる。 

(3)  入学時に指導教員と課程修了までの履修計画を充分打ち合わせること。 

12.長 期 履 修 学

生制度 

この制度は、職業を有している等の事情により、2 年間で修了に必要な単位を修得し修了す

ることが困難な者が、入学時に計画的に 2 年を超えて単位を修得し修了することを申請し、大

学がこれを認めた場合、2 年間の授業料(2 年間の授業料の合計額を長期履修学生として認めら

れた年数で除した額が年額授業料となる。ただし、在学中に授業料が改定された場合は、改定

時から新授業料が適用される。)で 2 年を超えて在学できる制度である。 

なお、職業を有している等の事情であっても一定の条件のもとに認められる制度であるの

で、申請希望者はあらかじめ応用生物科学部学務係に相談すること。 

（出典：募集要項） 
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表２－２－14 社会人学生数と長期履修制度による学生数  

 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

社会人学生数 6 人 0 人 0 人 1 人 

長期履修制度学生数 － 1 人 1 人 1 人 

（出典：学務係統計資料） 

 

表２－２－15 他学部・研究科の授業科目の履修状況 

年度 学部・研究科 授業科目名 単位 受講者数 

教育学部 カリキュラム論 2 1 

教育学部 特別活動と学級経営 2 1 

教育学部 教育臨床心理学 2 1 
19 

教育学部 理科教育法Ⅱ  2 1 

地域科学研究科 協同組合論特論 2 3 

地域科学研究科 農業経営特論 2 3 

地域科学研究科 数理システム論 2 1 

地域科学研究科 メディア論特論 2 1 

教育学部 理科教育法Ⅰ 2 1 

18 

地域科学研究科 理論経済学特論 2 2 

教育学部 カリキュラム論 2 3 

教育学部 特別活動と学級経営 2 2 

教育学部 理科教育法Ⅰ 2 1 

教育学部 理科教育法Ⅱ 2 2 

教育学部 理科教育法Ⅳ 2 1 

教育学部 介護指導論 2 1 

教育学部 道徳教育の研究 2 1 

教育学研究科 法律学特論 2 1 

地域科学研究科 協同組合論特論 2 2 

地域科学研究科 農業経営特論 2 1 

地域科学研究科 メディア論特論 2 1 

地域科学研究科 社会調査法Ⅰ 2 1 

地域科学研究科 保全生態学特論 2 1 

地域科学研究科 理論経済学特論 2 2 

17 

地域科学研究科 計量経済学特論 2 2 

（出典：大学院委員会資料） 

 

資料２－２－３ 別表 応用生物科学研究科授業科目及び単位表 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 

 期待される水準を上回る。 

 

(判断理由) 

研究科の教育目的、アドミッションポリシーを明示し、公開するとともに、教育目的を

達成するために３専攻 11 講座を設置し、必須科目と選択科目を配置して修了に必要な単位

数を定めている。また、講座毎にコアカリキュラムを設定し、主指導教員の指導の基で履

修モデルに従って教育が行われている。 

多様な学生の受け入れ方法として社会人の特性を重視した社会人特別選抜制度や外国

人留学生特別選抜制度を設け、定期的に社会人学生および外国人留学生を受け入れ、長期

履修制度などの制度も整備している。 

学生は教育内容を高く評価しており、その成果として毎年 130 人以上の学生による学会

発表が行われ、国外での発表も多数みられた、 

また、学生の多様な知識の修得に対する対応として、他研究科、学部での開講科目に対し

ても単位を認定しており、平成 20 年度に改組した応用生物科学研究科ではインターンシッ

プを共通科目として設定している。 
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分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 

本研究科の教育目的を達成するために、表３－１－16 に示したとおり、生物資源生産学

専攻では平均開講数は 47、生物生産システム学専攻では 26、生物資源利用学専攻では 29.8

の講義を開講しており、講義あたりの平均受講者数は 12 と少人数教育を実施している。ま

た、研究課題ごとに学部生を交えた少人数のセミナー等が数多く実施され、研究能力の向

上に努めている。 

修士論文指導体制として主指導教員１名と副指導教員２名の体制を整備し、前出の表１

－１－２に示した修了に必要な単位を修得して、学位論文の審査、発表会および最終試験

に合格し、専攻会議での協議を受け、研究科委員会での承認を得た者に修士の学位を授与

している。 

研究科教員による講義に加えて、学外の産業技術総合研究所などから講師を招聘して講

義を開講するとともに、表３－１－17 に示したとおり、e-learning 教育を導入するために

AIMS-Gifu を活用した授業科目を毎年着実に増加させている。 

学生の研究指導能力の向上を図るために、岐阜大学大学院農学研究科ティーチング・ア

シスタント（TA）に関する取扱要項を設け、TA 配置を計画し実施している（資料３－１－

４）。TA の配置を効果的に行い教育効果を向上させる観点から、平成 18 年度まで大学院委

員会が行っていた TA の配置を平成 19 年度から教学委員会が行うことに変更した。TA を活

用した科目数は、表３－１－18 に示したとおり、40 科目前後で、TA 採用数は概ね毎年 130

人にのぼっており、大学院在籍者の 70％以上が TA を経験している。 

 

表３－１－16 専攻の開講科目数と受講者数 

平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 

専攻名 開講  
科目数  

受講  
者数  

開講  
科目数

受講  
者数  

開講  
科目数

受講  
者数  

開講  
科目数  

受講  
者数  

受講者数

／講義 

生物資源生産学専攻 49 469 47 396 46 413 46 484 9.4 

生 物 生 産 シ ス テ ム 学

専攻 
28 296 24 162 26 231 26 201 8.6 

生物資源利用学専攻 35 627 31 526 27 621 26 506 19.2 

 

表３－１－17 AIMS-Gifu（教育支援システム）の利用状況 

16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

― ２科目 ９科目 29 科目 

（出典：学務係統計資料） 

 

表３－１－18 TA を活用した科目数と採用数 

16 年度 17 年度 18 年度 19 年度  

科目数 採用数 科目数 採用数 科目数 採用数 科目数 採用数 

応用生物科学部 46 科目 130 人 42 科目 130 人 35 科目 115 人 41 科目 136 人

（出典：学務係統計資料） 

 

資料３－１－４ 岐阜大学大学院農学研究科ティーチング・アシスタントに関する取扱要項 

 

 



岐阜大学農学研究科 分析項目Ⅲ 

－10-12－ 

観点 主体的な学習を促す取組 

(観点に係る状況) 

学生の授業に対する主体的な学習を促すために大学院委員会が中心となって単位の実

質化を進め、受講生に対して事前に課題を提示して授業時間外に提示課題について調べて

プレゼンテーションを課したり、授業で行った内容に関して授業時間外の学修に基づいて

レポートを提出させたりする講義が増加し、平成 20 年度では、ほとんどの講義で単位の実

質化が取り組まれている。（前掲資料１－２－１） 

また、単位の取得に関して学生の学習指針を明示するために、大学院委員会での協議の

基にシラバスに成績評価基準を指示した結果、表３－２－19 に示したとおり、シラバスに

成績評価基準を明示した科目数が増加している。 

本研究科では短期修了審査に関する申合せを制定しており、同様に、改組した応用生物

科学研究科においても応用生物科学研究科短期修了審査に関する細則を平成 20 年４月に

制定し、学生の一層の主体的学習の励みとしている（資料３－２－５）。また、独立行政法

人日本学生支援機構第一種奨学金の貸与を受けた者に対する返還免除候補者の選考に関す

る申合せを平成 17 年 12 月に制定し、成績優秀者を優先して奨学金返還免除候補者として

申請できることを学生に周知し、学生の学習意欲を高めている（資料３－２－６）。同様

に岐阜大学学生表彰規程に基づき、学長表彰および研究科長表彰を行っており、表３－２

－20 に示すとおり、毎年優秀学生の表彰を行い、学生の修学意欲を高めるよう努めている。 

外国人留学生の学習意欲を高めるための支援方策として補習授業を行うとともに、表３

－２－21 に示したとおり、テュター制度を整備して毎年 20 人以上のテュターを採用して

留学生に対する個別指導を行い、主体的な学習を促す取り組みを行っている。 

また、自主的な学習を促すために、表３－２－22 に示すとおり、平成 18 年度にグルー

プ学習室とコミュニケーションルームを新たに設置した。 

 

表３－２－19 成績評価方法をシラバスに明示した科目の割合（％） 

16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

― ―
36 科目/101 科目

35.64%

40 科目/102 科目 

39.2% 

（出典：シラバス） 

 

表３－２－20 学長表彰、研究科長表彰 

 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

学長表彰 0 人  0 人  0 人  1 人  
研究科長表彰者数 0 人 5 人 0 人 5 人 

（出典：研究科委員会資料） 

 

表３－２－21 テュターの採用状況         （単位：人） 

平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 実施組織 

１年 半年 １年 半年 １年 半年 １年 半年 

応用生物科学部・農学研究科 5 15 6 15 6 15 9 17

（出典：学務係統計資料） 

 

表３－２－22 自主的学習環境の整備状況（グループ学習室及コミュニケーションルーム） 

 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

応用生物科学部 ― ― 

・コミュニケーショ

ンルーム４室 

・グループ学習室３

室 

・コミュニケーションル

ーム３室 

・グループ学習室３室 

（出典：SYLLABUS） 

 

資料３－２－５ 岐阜大学大学院農学研究科短期修了審査に関する申合せ 

資料３－２－６ 岐阜大学大学院農学研究科における奨学金返還免除候補者の選考に関する申合せ 



岐阜大学農学研究科 分析項目Ⅲ．Ⅳ 

－10-13－ 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 

 期待される水準を上回る。 

 

(判断理由) 

研究科の教育目的を明示するとともに、効果的に教育目的を達成するために少人数教育

に取り組むとともに、主指導教員１名と副指導教員２名の体制を整備して、修了に必要な

単位を修得し、学位論文の審査、発表会および最終試験に合格した者に修士の学位を授与

している。教育効果を高めるために、学外の講師による講義の開講や e-learning 教育

（AIMS=Gifu）を活用した授業科目を毎年着実に増加させている。学生の評価も高く、受講

生が増加している。 

学生の研究指導能力の向上を図るために毎年 40 科目前後の科目で TA を募集しており、

毎年 130 人以上の TA の採用を行い、70％以上の大学院生が TA を経験しており、TA による

研究指導能力の向上に対する学生からの期待度が高い。 

学生の学習意欲向上を目的として短期修了、奨学金返還免除、学生表彰などの制度を設

けており、毎年該当者があり、学生からの期待も大きい。また、外国人留学生の主体的な

学習意欲を向上させることを目的としてテュター制度を整備し、毎年 20 人以上のテュター

を採用しており、留学生および、テュターの日本人学生から高い評価を得ている。 

 

 

分析項目Ⅳ 学業の成果 

(１)観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

(観点に係る状況) 

表４－１－23 に示したとおり、平成 19 年度の学位取得者は入学者 101 人に対して 95 人、

94.1％が学位を取得して修了した。 

修士の学位を取得した者の成績評価分布をみると、表４－１－24 に示したとおり、「優」

の成績を取得した者の割合は 90％前後と高く、学位を取得した学生は教員が設定した学習

目標を高度に達成しており、修了した学生の学力、資質・能力は高いと判断できる。一方、

学生が設定した学習達成度目標に対する達成度をみると、表４－１－25 の学修と学生生活

アンケートにに示したように、「あなたは昨年度の「設定した学修達成目標」を達成できま

したか」の問に対して 64.8％の学生が設定した学習達成目標を達成できたと回答している

ことから、学生が身に付けた学力や資質・能力は、教員、学生ともに設定した学修達成度

を満たしており、学業の成果が挙がっていると判断できる。  
修了後の就業における専門性との関係をみると、表４－１－26 に示したとおり、修得し

た専門学力や資質・能力を活かした技術者としての就業率は 80％前後と高く、非専門職就

業率は 20％前後と低いことから、修了した学生の専門的学力、資質・能力は社会から高く

評価されていると判断できる。 

表４－１－27 に示したとおり、高等学校専修免許状を取得する学生が毎年多数みられ、

このほかの資格取得状況としては、表４－１－28 に示した平成 18 年度修了時アンケート

によれば、農業改良普及員、危険物取扱者、簿記、色彩能力、初級シスアドなどがある。 

 



岐阜大学農学研究科 分析項目Ⅳ 

－10-14－ 

表４－１－23 学位取得状況 

学位取得者数 
修了年度 入学者数 

人数 取得率 

平成 16 年度 92 85 92.4% 

平成 17 年度 89 85 95.5% 

平成 18 年度 76 69 90.8% 

平成 19 年度 101 95 94.1% 

（出典：研究科委員会資料） 

 

表４－１－24 学位取得者の成績評価分布 

学位取得者の成績評価分布表（％） 

研究科名 
入学年度 

(修了年度) 

入学者数 

（人） 
優 良 可 不可 計 

H15(H16 卒) 92 87 11 1 1 100 

H16(H17 卒) 89 85 13 1 1 100 

H17(H18 卒)  76  88  10  1  1  100 
農学研究科 

H18(H19 卒) 101 91 7 1 1 100 

（出典：学務係統計資料） 

 

表４－１－25 学修と学生生活アンケート 

あなたは昨年度の「設定した学修達成目標」を達成できましたか 

項目 達成 

できた 

ほぼ達成で

きた 

達成できていな

い部分が多い 

達成でき

ていない

学修達成目標を

設定していない 
無回答 計 

回答者数(%) 7 (18.9%) 17 (45.9%) 5 (13.5%) 0 ( 0.0%) 8 (21.7%) 0 ( 0.0%) 37 

（出典：平成 18 年度学修と学生生活アンケート） 

 

表４－１－26 修了者の就職における技術者および非専門職就業率の割合 

 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

職業分類における技術者率 71.7 90.9 81.5 81.3 

職種コードからみた非専門職就業率 28.3 9.1 18.5 18.7 

（出典：学務係就職状況調査結果） 

 

表４－１－27 資格取得者数 

入学年度 

(卒業年度) 

卒業者数 

修了者数 
取得資格名及び取得者数 

H15(H16 卒) 85 人 
高等学校専修免許状（農業） ５人 

高等学校専修免許状（理科） ２人 

H16(H17 卒) 85 人 
高等学校専修免許状（農業） ４人 

高等学校専修免許状（理科） ９人 

H17(H18 卒) 69 人 
高等学校専修免許状（農業） １人 

高等学校専修免許状（理科） ３人 

H18(H19 卒) 95 人 高等学校専修免許状（理科） ７人 

（出典：学務係統計資料） 

 

表４－１－28 学生の資格取得状況 

 TOEIC その他 その他の内訳 

平成 17 年度 2 10 

音楽検定、農業改良普及員、ビオトープ計画士 2 級、公害防止管理者Ⅰ種(水

質)、環境再生医(初級)、技術士補、教員免許(中学理科)、技術士補(農業)、

簿記３級、危険物 

平成 18 年度 5 8 
簿記３級、色彩能力検定３級、日商簿記３級、日本語能力１級、ペット栄養管

理士、公害防止、初級シスアド 

（出典：修了時アンケート） 

 

 

 



岐阜大学農学研究科 分析項目Ⅳ 

－10-15－ 

観点 学業の成果に関する学生の評価 

(観点に係る状況) 

表４－２－29 に示したとおり、大学院委員会を中心に、研究科入学時に授業の選択、履

修、資格取得などに関する詳細なガイダンスを実施しており、これらの授業履修ガイダン

スの結果として、前出の表４－１－23 に示したように、ほぼ全員の学生が適切に授業を選

択、受講して修了している。 

自己点検評価委員会が大学教育委員会との連携の基、教育効果や学生の満足度に関する

アンケート調査を修了時に継続的に実施し、分析しており、表４－２－30 に示したとおり、

教員による学習・生活などの指導は適切であったと評価した学生が 72.2％に達し、修士論

文の研究指導が適切であったと肯定的に考える学生は 73.6％に達した。また、75.5％の学

生が修士論文のテーマに満足しており、学生の 55.8％が大学院に進学したことに対して大

変満足しており、肯定的に回答した学生は 84.6％と大多数の学生が大学院の教育内容に高

い評価をしている。 

その結果として、表４－２－31 に示したとおり、毎年 130 人以上の学生が学会発表を行

っており、国外での発表を行った学生も多数みられた。 

 

表４－２－29 ガイダンスの実施状況（平成 19 年度） 

実 施 区 分 対象者 時 期 実 施 内 容 

農学研究科 

生物資源生産学専攻 

生物生産システム学専攻 

生物資源利用学専攻 

新入生 入学時 

研究科履修案内・シラバス等を基に、一般的な授業選択、

登録方法、履修方法等の説明を行い、講義、学生生活が

円滑に開始できるように指導している。 

専攻ごとに、研究科履修案内・シラバス等を基に、当該

専攻での研究の指導、履修計画、諸資格取得における履

修方法等について、詳細な説明を行っている。 

 

４－２－30 大学院での教育内容に関する学生評価 

教員による学習・生活などの指導は適切であった（研究室教員） 

項目 
強く思う 思う 

どちらとも

言えない 
思わない 

全く 

思わない 
計 

回答者数(%) 26 (48.1%) 13 (24.1%) 12 (22.2%) 0 ( 0.0%) 2 ( 3.7%) 54 

修士論文の研究指導は適切であった 
項目 

強く思う 思う 
どちらとも

言えない 
思わない 

全く 

思わない 
計 

回答者数(%) 21 (39.6%) 18 (34.0%) 8 (15.1%) 2 ( 3.8%) 1 ( 1.9%) 53 

修士論文テーマに満足 
項目 

強く思う 思う 
どちらとも

言えない 
思わない 

全く 

思わない 
計 

回答者数(%) 23 (43.4%) 17 (32.1%) 9 (17.0%) 4 ( 7.5%) 0 ( 0.0%) 53 

大学院に進学して満足しましたか 
項目 

強く思う 思う 
どちらとも

言えない 
思わない 

全く 

思わない 
計 

回答者数(%) 29 (55.8%) 15 (28.8%) 7 (13.5%) 1 ( 1.9%) 0 ( 0.0%) 52 

（出典：平成 18 年度学修と学生生活アンケート） 

 

表４－２－31 学生による学会発表者数 

 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

学会発表者数 

（国外発表数） 

142 人 

（22 人） 

161 人 

（6 人） 

132 人 

（8 人） 
未集計 

（出典：各教員へのアンケート調査） 

 

 

 



岐阜大学農学研究科 分析項目Ⅳ．Ⅴ 

－10-16－ 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 

(水準) 

 期待される水準を上回る。 

 

(判断理由) 

学生は研究科入学時に授業の選択、履修、資格取得などに関する詳細なガイダンスを受

け、主指導教員の指導の基で作成した履修モデルに従って授業を受講し、修了までに規定

の単位を修得して、主査１名と副査２名による学位論文審査、発表会を経て、最終試験に

合格した者に修士の学位を与えている。これらの学業指導は学生に高く評価されており、

ほぼ全員の学生が適切に授業を選択、受講して修了している。修士の学位を取得した者の

成績評価分布から、学生は教員が設定した学習目標を高度に達成しており、また学生自身

が設定した学習達成目標についても達成度が高く、修了した学生の学力、資質・能力は高

いと判断できる。 

大学教育委員会と連携して自己点検評価委員会が実施した修了時アンケート調査から、

85％の学生が農学研究科に進学して満足したと回答しており、大学院教育の成果・効果に

対して高い満足度を示している。 

修了後の就職において専門学力や資質・能力を活かした技術者としての就業率が高く、

修了した学生の専門的学力、資質・能力は社会から高く評価されていると判断できる。 

学生の資格取得においても、TOEIC、TOEFL、初級シスアドの他、簿記、色彩能力、危険

物取扱者などの各種資格を取得しており、平成 19 年度は学内で TOEIC-IP 試験を実施した

ことから 29 人が申し込み、受験した。 

 

 

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況) 

修了後の就職と博士課程への進学については、職種コード、職業分類、産業分類に基づ

いて調査するとともに、毎年発行している進路ガイドブック「めばえ＆巣立ち」や各務同

窓会報に記載し、公開している。 

教育目標と就職状況との整合性については、表５－１－32 に示したとおり、修了生の大

多数が研究職および高度専門職に就いており、博士課程への進学者を含めると平成 16 年度

は 60％以上、17 年度以降は 80％以上が研究職あるいは高度専門職に就職している。平成

19 年度修了生のうち就職者の 65％が研究職、16％が技術職に就き、本研究科が目指す教育

目標「高度で広範な知見の基に生物資源の生産とそのシステム及び利用に関する応用を探

求する高度専門職業人教育」に対する教育成果、効果が着実に挙がっている。 

 

表５－１－32 教育目標と就職状況との整合性の状況 

16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

修了生の 45％近くが研究

職 お よ び 高 度 専 門 職 に 就

職し、連合大学院に進学し

たものを加えると 60％以

上であり、成果を得ている 

修了生の 70％近くが研究

職 お よ び 高 度 専 門 職 に 就

職し、連合大学院に進学し

たものを加えると 80％以

上 で あ り 、 成 果 を 得 て い

る。 

修了生の 70％以上が研究

職 お よ び 高 度 専 門 職 に 就

職し、連合大学院に進学し

たものを加えると 80％以

上 で あ り 、 成 果 を 得 て い

る。 

修了生の 65％以上が研究

職 お よ び 高 度 専 門 職 に 就

職し、連合大学院に進学し

たものを加えると約 80％

であり、成果を得ている。

（出典：進路ガイドブック「めばえ＆巣立ち」） 
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観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 

表５－２－33 に示したように、平成 18 年度修了生のうち希望する進路に進めた学生は

73％と高く、修学した専門分野と関係の深い就職先を選択した学生は 36.7％で、38％の学

生が適切な就職指導や支援を受けていると判断していた。 

就職先を詳細にみると、表５－２－34 に示したとおり、進路ガイドブック「めばえ＆巣

立ち」にみるように会社は農学系の会社が大多数を占め、農業団体、農林水産関係官公庁、

公社・公団、医学系会社、教員、進学を含めた農学関連就職先は 60％を超えており、学習

した専門と高い関連性をもつ就職先に就いている。 

就職者の勤務先の所在地は、表５－２－35 に示したように、36.5％が岐阜県、27.1％が

愛知県でこの２県で 63.6％を占め、次いで東京および関東に 19.1％、近畿に 7.1％となっ

ており、岐阜大学近隣の地域に修了生が高く評価され、地域産業からの期待が大きいこと

が判る。 

また、表５－２－36 に示したように、学修と学生生活アンケートにおいて「あなたの保

護者は、本学に満足していると思いますか」の問に対して 89.2％の学生が肯定的に回答し

ていることから、保護者も充分に満足していると判断でき、前出の表４－２－30 に示した

ように、学生本人も 84.6％が大学院に進学したことに対して満足している。 

 
表５－２－33 進路先の選択に関する学生評価 

希望する進路先に進めた 

項目 
強く思う 思う 

どちらとも 

言えない 
思わない 

全く 

思わない 
計 

回答者数(%) 19 (36.5%) 19 (36.5%) 10 (19.2%) 2 ( 3.8%) 0 ( 0.0%) 52 

進路先は学んだ専門分野と関連性が高い 
項目 

強く思う 思う 
どちらとも 

言えない 
思わない 

全く 

思わない 
計 

回答者数(%) 12 (24.5%) 6 (12.2%) 15 (30.6%) 6 (12.2%) 5 (10.2%) 49 

就職および進学の指導や支援は適切であった 
項目 

強く思う 思う 
どちらとも 

言えない 
思わない 

全く 

思わない 
計 

回答者数(%) 6 (12.0%) 13 (26.0%) 16 (32.0%) 9 (18.0%) 4 ( 8.0%) 50 

（出典：平成 18 年度学修と学生生活アンケート） 

 

表５－２－34 修了者の就職先 

職種 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 

自営 1 1 0 0 

農業団体 農林畜水産団体 1 0 2 1 

農林水産関係 4 2 3 4 官公庁 

その他の官公庁 2 0 0 4 

公社・公団 森林開発、農地開発、水資源公団等 2 0 0 2 

農業系 28 44 25 42 

医学系 6 5 3 8 

会社 

情報経済関係 0 1 4 2 

教員 1 3 1 2 

進学 18 12 8 15 

その他 24 20 23 18 

計 87 88 69 98 

（出典：進路ガイドブック「めばえ＆巣立ち」） 

 

表５－２－35 修了者のの就職先都道府県の割合（平成 14～18 年） 

就職先 割合(%) 

岐阜県 36.5 

愛知県 27.1 

東京 14.8 

近畿 7.1 

関東（東京除く） 4.3 

北陸 2.3 
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三重 2.0 

北海道 1.4 

その他 4.5 

（出典：進路ガイドブック「めばえ＆巣立」） 

 

表５－２－36 学修と学生生活アンケート 

（問い）あなたの保護者は、本学に満足していると思いますか。 

満足していると思う やや満足していると思う やや不満だと思う 不満だと思う 無回答 計 

14 (37.8%) 19 (51.4%) 2 ( 5.4%) 0 ( 0.0%) 2 ( 5.4%) 37

（出典：平成 18 年度学修と学生生活アンケート） 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 
(水準) 

 期待される水準を上回る。 

 

(判断理由) 

修了生の大多数が研究職および高度専門職に就いており、本研究科が目指す教育目標

「高度で広範な知見の基に生物資源の生産とそのシステム及び利用に関する応用を探求す

る高度専門職業人教育」と就職状況との整合性が高い。これらの就職先と博士課程への進

学先については、職種コード、職業分類、産業分類に基づいて調査するとともに、毎年発

行している進路ガイドブック「めばえ＆巣立ち」や各務同窓会報に記載し、公開している。 

就職先のうち農学系の企業が大多数を占め、農業団体、農林水産関係官公庁、公社・公

団、医学系会社、教員、進学を含めた農学関連就職先は 60％を超え、学習した専門と高い

関連性をもつ就職先に就いている。学修と学生生活アンケート結果から、就職にあたって

希望する進路に進めたと回答した学生は 73％に達し、84.6％が大学院に進学したことに対

して満足している。 

勤務先の所在地は、岐阜県と愛知県で 63.6％を占め、岐阜大学近隣の地域に修了生が高

く評価され、地域産業からの期待が大きいことが判る。また、学修と学生生活アンケート

結果から、学生の保護者の満足度も高い。 
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Ⅲ 質の向上度の判断 
 

①事例１「修了時アンケートによる教育改善」(分析項目Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ、Ⅴ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

自己点検評価委員会と大学院委員会が連携して、平成 17 年度から修了時アンケートを

毎年実施している。アンケート集計結果は自己点検評価委員会が中心となって集計し、分

析結果をホームページ等で公表するとともに、全教員に周知している。修了時アンケート

を実施していなかった平成 16 年度時点では、教員と学生との個人的な接点の中で学業の達

成状況や修得した能力が把握されていたが、修了時アンケートの分析結果から学生が身に

つけた学力や資質・能力を検証して教育内容や教育方法の改善を図るための組織的な対応

が可能となった。 

修了時アンケート結果の学生による教育目標達成度と教員による授業達成度評価結果

である成績分布との関係を検証することで教育達成度を総合的に判断でき、教育方法や内

容の改善に努めるとともに、就職に対する満足度調査結果や就職先分類結果についても継

続して検証している。これらの取り組みの結果、平成 17～18 年度にやや低下した充足率が

19 年度には再び 100％に達した。また、平成 20 年度に農学研究科から応用生物科学研究科

への改組にあたって、これらの検証結果を教育実施体制の整備等に反映させている。 

 

②事例２「社会人学生や外国人留学生に対する積極的な対応」(分析項目Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

多様な学生の受け入れ態勢として、社会で活躍中の人を対象とした社会人特別選抜や外

国人留学生を対象とした外国人留学生特別選抜による入試制度を設け、積極的な受け入れ

態勢を整えるとともに教育体制の整備を図っている。なかでも社会人特別選抜で入学した

学生に対して、有職者への対応として長期履修制度を平成 16 年度から導入していたが、制

度の徹底が不十分であったために申請する学生がいなかったが、平成 17 年度からは長期履

修制度を申請する学生が入学し、毎年制度を活用して学習している。また、外国人留学生

の受験を促進するために、平成 18 年度より英語ホームページの充実を図るとともに、シラ

バスの英語表記を進め、留学生の修学効果を高める取り組みを行った結果、平成 19 年度に

は外国人留学生数が増加した。外国人留学生の学習意欲を高めるための支援方策としてテ

ュター制度を整備しており、平成 19 年度は外国人留学生が増加したことに伴ってテュター

採用学生が増加し、日本人学生との国際交流が活発化し始めた。 

 

③事例３「新研究科への改組」(分析項目Ⅰ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

平成 16 年度に農学部から応用生物科学部へ編成替えし、社会からの要望に対応した「食

の安全と安定供給」、「自然や生活環境の修復と保全」、「高機能食品の開発と健康の増進」

に関する教育を充実してきた。農学研究科では、時代に即応した学生や社会からの要望や

修了時アンケートの分析結果を受けて、農学から応用生物科学への新しい研究分野の進展

に即した応用生物科学研究科を平成 20 年４月に設置し、その編成において、学生を主体と

した教育・研究体制の構築や教員組織としてはグループ制による弾力的運用、学生に対す

る複数教員の指導体制を図る等、多様な学生のニーズや社会からの要請等に対応している。

この研究科改組に伴う教育・研究体制の充実が評価されて研究科入学者が増加し、平成 20

年度入学者数は入学定員 89 人に対して 107 人となった。 

 

 



シラバス（抜粋） 

 

 

岐阜大学農学研究科

資料１－２－１

kaikaku
長方形



ホームページ（英語） 

 

 

 

 

 

 

岐阜大学農学研究科

資料１－２－２

kaikaku
長方形



応用生物科学研究科授業科目及び単位表 
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応用生物科学研究科授業科目及び単位表 
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岐阜大学大学院農学研究科ティーチング・アシスタントに関する取扱要項 

 
 

 

岐阜大学農学研究科

資料３－１－４

kaikaku
長方形



岐阜大学大学院農学研究科短期修了審査に関する申合せ 
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岐阜大学大学院農学研究科における奨学金返還免除候補者の選考に関する申合せ 
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